
「自分を取り戻す」場所

ハッピーセット

岩田勘成 前田萌光 俣野佑奈

烏城高校



・全員に基礎教育が身につくように
あまり知られていない自主夜間中学の
実態を皆様に知ってもらう

・SDGsの目標４を達成できるようにする

【テーマ】



私たちの周りには不登校を経験した人が多く、
学び直しの機会が必要だと思った

そこで、学び直しの場として注目されている
自主夜間中学へ実際に行って調べてみた

【きっかけ・背景】



【自主夜間中学とは？】

戦争などで学齢期を経過した方や不登校で
十分な教育を受けられないまま中学校を卒業した方、
外国籍の方など学び直しを必要としている方が
勉強できる場所とされている



合計約９０万人

不登校児数年々増加傾向にある

【令和２年時点の国勢調査では･･･】

最終学歴が「小学校卒業」→約９万人
「未就学者」→約８０万人



【自主夜間中学内の様子】

授業で使う教材



・2025年度に岡山市の公立夜間中学が開校される
予定である

・人それぞれのニーズに合わせて学ぶ上で
公立夜間中学と自主夜間中学の両方が必要である

そのような方々が
「 自分を取り戻す ことができる場所」



【岡山自主夜間中学理事長の話】
・来ていた人数
コロナ前は１００人～１５０人ぐらい来ていたが
コロナ後は３０人～４０人と少なくなってしまった

・実施場所
岡山国際交流センターがコロナで閉鎖されることが
多くなったため今の場所（いろはみせビル３F）になった

経営難に陥っている



少し前まで間食を出していたが、
経営難で出せなくなってしまった…

結果、早退が増えた

フードロスを減らすためにも
フードバンクから持っていけないか？



【フードバンクの様子】



【フードバンク瀬戸内での話】

・フードバンクとフードドライブの違い
フードバンク：企業や公共団体から
フードドライブ：各家庭から

・フードバンクを行う上での３つのルール
①転売禁止（絶対に無料で配る）
②自己責任（何かあったらフードバンクが責任を取る）
③残った物もきちんと責任を持つ（処分費を自己負担）



しかし、フードロスを減らすためには
フードバンクだけでは無理がある・・・

メーカーが作りすぎない
「てまえどり」をすることが大事

ロスがないのが理想！



【実際に運んだ】

持って行った量が多かったが
とても喜んでもらえた



【自主夜間中学へ運搬時の問題点】

・運搬は誰がするのか？
・ある程度の数が必要
・日配食品は保管が大変
・問題があると企業のイメージダウンにつながる



【まとめ】

・自主夜間中学校は基礎教育を受けられなかった人
にとって大切な場所である

・間食をフードバンクから持ってくると
フードロスが減り、予想以上の反響がありとても
喜んでもらえたので、今後も続けていきたい



【今後の展望】

・SDGsのターゲット４－６「すべての人々が
読み書きや計算ができるようにする」を
達成できるように学び直しをできる場所が
あることをもっと広げていきたい

・自主夜間中学にフードロスを持っていく
ときにある問題点を少しでも減らして、
スムーズに運べるようにしたい



【謝辞】

岡山自主夜間中学
城之内 庸仁 様

フードバンク瀬戸内
港 定明 様



【参考URL】

https://www.unicef.or.jp/kodomo/sdgs/17goals/4-education/
日本ユニセフ協会

https://www.stat.go.jp/data/kokusei/2020/kekka.html
統計局ホームページ

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/yakan/
文部科学省

https://www.unicef.or.jp/kodomo/sdgs/17goals/4-education/
https://www.stat.go.jp/data/kokusei/2020/kekka.html
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/yakan/


ご清聴ありがとうございました！
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